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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第２四半期累計期間
第39期

第２四半期累計期間
第38期

会計期間
自 平成26年１月１日

至 平成26年６月30日

自 平成27年１月１日

至 平成27年６月30日

自 平成26年１月１日

至 平成26年12月31日

売上高 （千円） 6,505,087 6,091,120 13,929,063

経常利益 （千円） 1,051,292 1,137,316 2,440,794

四半期（当期）純利益 （千円） 1,103,043 689,796 1,895,777

持分法を適用した
場合の投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 1,491,350 1,491,350 1,491,350

発行済株式総数 （株） 22,975,189 22,975,189 22,975,189

純資産額 （千円） 11,345,742 10,976,596 11,036,649

総資産額 （千円） 14,789,347 13,895,432 14,827,859

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 48.04 30.04 82.57

潜在株式調整後
１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 48.00 26.00 81.00

自己資本比率 （％） 76.7 79.0 74.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 1,384,077 913,562 1,719,985

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 689,755 △60,648 714,860

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △400,986 △756,061 △1,500,689

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 2,649,906 2,008,069 1,911,216

回次
第38期

第２四半期会計期間
第39期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 37.28 17.86

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載し

ておりません。

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業内容について、重要な変

更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項のうち、投資者

の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」

について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、積極的な経済・金融政策などを背景に、企業収益や雇用情勢に改善

が見られ、景気は緩やかながら回復傾向を持続しています。一方、円安による物価上昇や長引く消費マインドの低迷、

また欧州におけるギリシャ債務問題などの海外経済の不安要素もあり、先行きは不透明な状況で推移しました。

自動車業界におきましては、小型・ハイブリッドの低燃費車並びに軽自動車が消費者からの根強い支持を集めてお

りますが、新車販売台数に関しましては、2015年上期（１月～６月）において２年ぶりに前年実績を下回りました。

これは今年４月の軽自動車税増税も影響していると考えられ、経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

このような市場環境の下、自動車用潤滑油の販売面では、当社の強みであり消費者の関心も高い環境配慮型の低粘

度・省燃費のプレミアムオイル、並びにオートマチックミッション用オイルの拡販に引き続き焦点を当て、高付加価

値商品の構成比の維持・向上を図りつつ、オイル交換時に手軽にエンジン内部を洗浄できるという特長を持つエンジ

ンシャンプーの拡販を通して、エンジンオイル関連製品の充実にも注力しました。

この結果、当第２四半期累計期間における売上高は6,091百万円（前年同四半期比6.4％減）、営業利益は1,124百万

円（前年同四半期比8.8％増）、経常利益は1,137百万円（前年同四半期比8.2％増）、四半期純利益は689百万円（前年

同四半期比37.5％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

(流動資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、13,033百万円（前事業年度末は14,024百万円）となり、991百

万円減少いたしました。これは、主に受取手形及び売掛金（976百万円の減少）、商品及び製品（144百万円の減少）及

び短期貸付金（123百万円の増加）によるものです。（なお、貸付金の内容は、BPグループのインハウス・バンクを運

営しているビーピー・インターナショナル・リミテッドに対するものであります。）

(固定資産）

当第２四半期会計期間末における固定資産の残高は、862百万円(前事業年度末は802百万円）となり、59百万円増加

いたしました。これは、主に有形固定資産（16百万円の減少）及び投資その他の資産（71百万円の増加）によるもの

です。

(流動負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、2,804百万円（前事業年度末は3,679百万円）となり、874百万

円減少いたしました。これは、主に支払手形及び買掛金（136百万円の減少）、未払金（424百万円の減少）、未払費用

（157百万円の増加）、未払法人税等（406百万円の減少）及び賞与引当金（64百万円の減少）によるものです。

(固定負債）

当第２四半期会計期間末における固定負債の残高は、113百万円（前事業年度末は111百万円）となり、２百万円増

加いたしました。

(純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、10,976百万円（前事業年度末は11,036百万円）となり、60百万

円減少いたしました。これは、主に利益剰余金が四半期純利益により689百万円増加し、剰余金の配当により757百万

円減少したことによるものです。

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,008百万円となり前事業年度末

より96百万円増加いたしました。

なお、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、913百万円となりました。これは、主に税引前四半期純利益が1,124百万円、売上

債権の減少976百万円、たな卸資産の減少149百万円、仕入債務の減少136百万円、未払金の減少413百万円、その他の

負債の増加139百万円及び法人税等の支払額836百万円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、60百万円となりました。これは、主に貸付けによる支出1,000百万円、貸付金の回

収による収入1,000百万円、有形固定資産の取得による支出42百万円及び無形固定資産の取得による支出18百万円によ

るものであります。

なお、貸付金の内容は、BPグループのインハウス・バンクを運営しているビーピー・インターナショナル・リミテ

ッドに対するものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、756百万円となりました。これは配当金の支払いによるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 118,000,000

計 118,000,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)

(平成27年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成27年８月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 22,975,189 22,975,189
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、株主
として権利内容に制限のな
い、標準となる株式。

単元株式数 100株

計 22,975,189 22,975,189 － －

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
― 22,975,189 ― 1,491,350 ― 1,749,600
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(6) 【大株主の状況】

平成27年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

カストロール・リミテッド
（常任代理人 ビーピー・ジャパン株式
会社）

ウェークフィールド ハウス，パイパーズ ウ
エイ，スウィンドン ウィルトシャー
SN3 1RE イギリス
東京都港区六本木六丁目10番１号六本木ヒルズ
森タワー

122,342 53.24

ティー・ジェイ株式会社
東京都港区六本木六丁目10番１号六本木ヒルズ
森タワー

26,617 11.58

日本自動車整備商工組合連合会
東京都港区六本木六丁目10番１号六本木ヒルズ
森タワー

11,445 4.98

ノムラ セキユリテイズ インターナシヨ
ナル インク アカウント プライム
（常任代理人 野村證券株式会社）

WORLDWIDE PLAZA 309 WEST 49TH STREET
NEW YORK 10019 U.S.A.
東京都中央区日本橋一丁目９番１号

5,973 2.59

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,320 0.57

MSIP CLIENT SECURITIES
（常任代理人 モルガン・スタンレー
MUFG証券株式会社）

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF, LONDON E14
4QA, U.K.
東京都千代田区大手町一丁目９番地７号

1,118 0.48

鈴木 育男 東京都杉並区 1,100 0.47

NOMURA PB NOMINEES LIMITED
OMNIBUS-MARGIN (CASHPB)
（常任代理人 野村證券株式会社）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB, UNITED
KINGDOM
東京都中央区日本橋一丁目９番１号

1,074 0.46

三島 泰 広島県福山市 1,004 0.43

日本トラスティ・サービス信託銀行株式
会社（信託口１）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 970 0.42

計 ― 172,963 75.22

(注) 上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 2,290 百株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 17,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,950,200 229,502 －

単元未満株式 普通株式 7,789 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 22,975,189 － －

総株主の議決権 － 229,502 －

(注) １ 「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２ 「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄は、証券保管振替機構名義の株式が、それぞれ

14,000株及び80株含まれております。なお、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係

る議決権の数140個が含まれております。

３ 「単元未満株式」欄は、当社所有の自己株式が６株含まれております。

② 【自己株式等】

平成27年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

ビーピー・カストロール
株式会社

東京都品川区大崎一丁目
11番２号ゲートシテイ大
崎イーストタワー 17,200 － 17,200 0.07

計 － 17,200 － 17,200 0.07

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63号）

に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成27年４月１日から平成27年

６月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成27年１月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

３ 四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

① 資産基準 0.0 ％

② 売上高基準 － ％

③ 利益基準 △0.0 ％

④ 利益剰余金基準 0.0 ％

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年12月31日)

当第２四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 137,730 109,748

受取手形及び売掛金 2,891,726 1,915,125

商品及び製品 741,971 597,474

原材料及び貯蔵品 30,601 25,372

前払費用 44,611 52,038

繰延税金資産 336,449 336,449

短期貸付金 9,295,890 9,419,518

未収入金 537,022 566,564

その他 8,966 10,936

流動資産合計 14,024,969 13,033,228

固定資産

有形固定資産 306,306 289,871

無形固定資産 88,270 92,673

投資その他の資産 408,313 479,658

固定資産合計 802,890 862,203

資産合計 14,827,859 13,895,432

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,049,157 912,262

未払金 1,034,833 610,353

未払費用 561,045 718,546

未払法人税等 857,780 451,300

預り金 11,417 11,903

賞与引当金 135,573 70,926

その他 30,049 29,654

流動負債合計 3,679,858 2,804,946

固定負債

繰延税金負債 87,927 90,662

その他 23,424 23,226

固定負債合計 111,352 113,889

負債合計 3,791,210 2,918,835

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,350 1,491,350

資本剰余金 1,749,600 1,749,600

利益剰余金 7,789,663 7,721,847

自己株式 △6,610 △6,610

株主資本合計 11,024,003 10,956,186

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 12,645 20,409

評価・換算差額等合計 12,645 20,409

純資産合計 11,036,649 10,976,596

負債純資産合計 14,827,859 13,895,432
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 6,505,087 6,091,120

売上原価 3,556,727 3,215,679

売上総利益 2,948,360 2,875,441

販売費及び一般管理費 ※ 1,914,435 ※ 1,750,705

営業利益 1,033,924 1,124,735

営業外収益

受取利息 13,542 9,961

受取賃貸料 1,287 －

受取手数料 6,757 7,395

受取補償金 1,832 2,116

為替差益 6,514 4,609

その他 3,131 2,697

営業外収益合計 33,065 26,779

営業外費用

売上割引 15,679 14,198

その他 18 －

営業外費用合計 15,697 14,198

経常利益 1,051,292 1,137,316

特別利益

事業譲渡益 808,419 －

特別利益合計 808,419 －

特別損失

固定資産除却損 381 106

特別退職金 － 13,025

特別損失合計 381 13,131

税引前四半期純利益 1,859,330 1,124,185

法人税等 756,287 434,388

四半期純利益 1,103,043 689,796
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,859,330 1,124,185

減価償却費 91,023 74,901

賞与引当金の増減額（△は減少） △42,161 △64,646

前払年金費用の増減額（△は増加） 7,687 △59,592

受取利息及び受取配当金 △13,634 △10,057

売上割引 15,679 14,198

固定資産除却損 381 106

事業譲渡損益（△は益） △808,419 －

売上債権の増減額（△は増加） 932,575 976,600

たな卸資産の増減額（△は増加） △198,547 149,726

その他の資産の増減額（△は増加） △185,965 △32,193

仕入債務の増減額（△は減少） △20,778 △136,894

未払金の増減額（△は減少） △217,680 △413,332

その他の負債の増減額（△は減少） 333,255 139,426

小計 1,752,747 1,762,427

利息及び配当金の受取額 3,015 3,667

売上割引の支払額 △17,702 △16,227

法人税等の支払額 △353,983 △836,304

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,384,077 913,562

投資活動によるキャッシュ・フロー

貸付けによる支出 △1,000,000 △1,000,000

貸付金の回収による収入 1,000,000 1,000,000

定期預金の預入による支出 △100 －

定期預金の払戻による収入 － 200

有形固定資産の取得による支出 △65,592 △42,209

無形固定資産の取得による支出 △54,979 △18,036

投資有価証券の取得による支出 △601 △602

事業譲渡による収入 811,028 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 689,755 △60,648

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △400,942 △756,061

自己株式の取得による支出 △43 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △400,986 △756,061

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,672,846 96,852

現金及び現金同等物の期首残高 977,059 1,911,216

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,649,906 ※ 2,008,069
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

税金費用について、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

(四半期損益計算書関係)

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

前第２四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日)

従業員給料手当 430,701千円 415,652千円

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりであ

ります。

前第２四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日)

現金及び預金 123,704千円 109,748千円

融資期間が３か月以内の短期貸付金 2,551,124千円 1,919,518千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △24,922千円 △21,196千円

現金及び現金同等物 2,649,906千円 2,008,069千円

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日）

１.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月26日
定時株主総会

普通株式 401,767 17.5 平成25年12月31日 平成26年３月27日 利益剰余金

２.基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるも

の

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年７月30日
取締役会

普通株式 1,101,987 48.0 平成26年６月30日 平成26年９月１日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額には、Air BP事業の譲渡に伴う特別利益の計上に付随した特別配当35円が含まれております。

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日）

１.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月25日
定時株主総会

普通株式 757,613 33.0 平成26年12月31日 平成27年３月26日 利益剰余金

２.基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となるも

の

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年７月29日
取締役会

普通株式 596,907 26.0 平成27年６月30日 平成27年８月31日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日）及び当第２四半期累計期間（自 平成27年

１月１日 至 平成27年６月30日）

当社の事業は、潤滑油の販売並びにこれらに付帯する事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日

当第２四半期累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 48円04銭 30円04銭

（算定上の基礎）

四半期純利益金額（千円） 1,103,043 689,796

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,103,043 689,796

普通株式の期中平均株式数（株） 22,958,104 22,957,983

（注）なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

第39期（平成27年１月１日から平成27年12月31日まで）中間配当については、平成27年７月29日開催の取締役会にお

いて、平成27年６月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議い

たしました。

①配当金の総額 596,907千円

②１株当たりの金額 26円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成27年８月31日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成２７年８月１３日

ビーピー・カストロール株式会社

取締役会 御中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 宮 入 正 幸 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大 澤 栄 子 印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているビーピー・カ

ストロール株式会社の平成２７年１月１日から平成２７年１２月３１日までの第３９期事業年度の第２四半期会計期間

(平成２７年４月１日から平成２７年６月３０日まで)及び第２四半期累計期間(平成２７年１月１日から平成２７年６月

３０日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ビーピー・カストロール株式会社の平成２７年６月３０日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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